
国土交通省 北海道運輸局

物流総合効率化の実例
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配送支援システム活用
による配送の効率化

車両の大型化

輸配送の共同化

旅客鉄道とタクシーを組み合わせた貨客混載輸送。宅配貨物等の輸送を旅客列車のスペースを活用して行い、
駅から配達先への配達はタクシーを利用して実施。

実施前より年間83.6％のCO2削減
ドライバーの運転時間省力化により年間417時間（34%)の削減効果
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座席に宅配貨物を
固定して輸送

北海道、新潟県、東京都の菓子工場から北海道の問屋への菓子のトラック輸送について、同業他社貨物の共
同輸配送を実施。

実施前より年間14％のCO2削減
ドライバーの運転時間省力化により年間58,800時間（18%)の削減効果
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